
ガールズケイリンの制度概要 

 

平成 24 年 8 月 2 日 

 

１． 開催方式 

（１） グレード及びレース数 

FⅠ又は FⅡ開催において、1 日 12 レースのうち 2 レース実施。 

 

FⅠ 
【男子】 

A 級 1・2 班 5 レース 

【女子】 

2 レース 

【男子】 

S 級 5 レース 
計 12 レース 

FⅡ 
【男子】 

A 級 3 班 5 レース 

【女子】 

2 レース 

【男子】 

A 級 1・2 班 5 レース 
計 12 レース 

 

（２） 実施レース番号 

初日及び 2 日目は全場統一的に 6Ｒと 7Ｒで実施し、最終日については各施行者が決定。 

（最終日のレース番号は主催者発表の出走表又は KEIRIN.JP にてご確認下さい。） 

 

（３） 概定番組（勝ち上がりトーナメント） 

① 勝ち上がりについて 

ガールズケイリンは１日２レース×３日間のトーナメントで行われる。 

初日と２日目に実施される予選では、競走の着位に応じて、下記の「予選ポイント表」に定められた

ポイントが付与され、２日間の累計獲得ポイントの上位７名が最終日の決勝に進出する。 

 

★概定番組（勝ち上がりトーナメント表） 

    初日                   2 日目                  3 日目 

〔 〕 〔 〕 〔 〕

累計ポイント
１～７位 (７)

〔 〕

累計ポイント
８～14位 (７)

５０ ５０ ５４

ガ予１ ２ ガ予２ ２ ガ決勝

４Ｂ８
１

１
１Ｂ５ １Ｂ６ ３Ｂ７

４７

ガ一般
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★予選ポイント表 

       成 績 

 種 目 
１着 ２着 ３着 ４着 ５着 ６着 ７着 棄権

失格

欠場

ガールズ予選(第１走) ８点 ７点 ６点 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 ０点

ガールズ予選(第２走) 11 点 ９点 ７点 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 ０点

 

 

② レース平均点について 

下記のトーナメント表に記載されている〔５０〕〔５４〕〔４７〕といった数字は「レース平均点」といい、競

走において４着となった選手に付与される競走得点である。これを基準として１着から７着まで上下

２点刻みで点数が設定されている（レース平均点が５０点の場合、１着者は５６点、７着者は４４点と

なる）。選手に付与される直近４ヶ月間の競走得点の平均値は「平均競走得点」と呼ばれ、選手の

実力を示す指数として、お客様の車券予想における重要なファクターとなる。 

 

③ 予選競走の番組編成について 

ガールズケイリンにおける予選第１走及び第２走の競走割り振りの方法については、番組編成委員

の裁量により競走割り振りを行い、レース番号及び選手番号についても番組編成委員が決定する。 

 

 

２． 競走 

（１） 車立 

7 車立 

  

（２） 競走距離 

1600m を基本として周長毎に決定する。（333ｍバンクは 5 周回、400ｍバンクは 4 周回、500ｍバンク

は 3 周回とします） 

 

（３） 競技規則 

ガールズケイリンの競技規則及び判定基準は KEIRIN.JP にてご確認ください。 

 

（４） 選手紹介の実施方法 

車番順、自由周回なし（１周）とする。 

（車番順に一列棒状となり、１周回走行する） 

 

 

３． 選手登録制度 

（１） 級班 
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当面の間は A 級 2 班固定とする。 

 

（２） 代謝制度 

当面の間は導入しない。 

ただし、今後時期をみて導入を検討する。 

 

 

４． 制裁制度 

あっせん停止、あっせんをしない処置、選手訓練については男子と同様に適用。 

 

 

５． 発売賭式 

Ａ級チャレンジレース（7 車立）と同様に、3 連単・3 連複・2 車単・2 車複・ワイドの 5 賭式とする。 

 

 

６． 賞金 

ガールズケイリンの賞金表は以下の通りです。 



 

 

 

７． 自転車 

フレーム及び部品のファッション性やスポーツ性を高め、エンターテイメント性のある競走を提供するため、

オリンピック等の国際大会で使用されるカーボンモノコックフレーム、ディスクホイール及びバトンホイール
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を採用する。（ただし、気象条件によりスポーク車輪を使用することもあります。） 

 

 

８． ユニフォーム等 

ワンピース型のスキンスーツを使用。ワンカラーワンデザインとし、車番色の識別は、ワンピースの上からボ

レロを着用する。 

ワンピースは、ガールズケイリンロゴもデザインした、東京芸術大学准教授の長濱雅彦氏のデザインによる

もので、スポーティーさ、女性らしさ、そして天女の羽衣のイメージのデザインをほどこすことにより、ケイリン

発祥の国である日本らしさを表現している。 

なお、ヘルメットについては安全性を考慮し、男子と同じヘルメットを使用。 


